
 

 

 

 

 

授業科目名 共生ビジネス創成論 単位数 ２ 

担当教員名 石田 秀輝 担当形態 単独 

実務内容 

（実務家教員の場合） 

 

 

「学位授与の方針」との関係 

共感理解教育の理念を認識し、実践すること。 

授業の到達目標及びテーマ 

テーマ：バックキャスト思考 

目標：バックキャスト思考が理解でき、応用するための具体的なアプローチが提案できる。 

授業の概要 

フォーキャスト、バックキャスト思考の相違を理解し、それを具体的に応用した例を学び、実

際にアプローチを試みる。 

授業計画 

第１回：今何が問題なのか？ 

第２回：私たちに未来はつくれるのか？ 

第３回：地球環境問題とは何か？ 

第４回：成長の定義が 180度変わった！ 

第５回：縮減する豊かさが未来をつくる！ 

第６回：経済システムの限界とは何か？ 

第７回：サステナブル資本論のかたちとは？ 

第８回：これからどうすればよいのか？ 

第９回：足場を変えた思考とは？ 

第１０回：バックキャスト思考とは？  

第１１回：バックキャスト思考で答えを見つける！ 

第１２回：バックキャスト思考のトレーニング法！ 

第１３回：2030年の未来を描く！ 

第１４回：Future Marketing！ 

第１５回：総括 

定期試験 

スクーリングでの学修内容 

全１５回のポイントを１日のスクーリングで整理するとともに、特に４-６回で予定してい

る、「バックキャスト思考の実践」部分をディベートを通して深く理解する。 

教科書 

（１） 石田秀輝 古川柳蔵（２０２０）『バックキャスト思考で行こう！』ワニブックス  

（２） スクーリング配布資料  
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学生に対する評価 

スクーリング評価（２５％）、レポート評価（２５％）、科目修得試験（５０％）を総合して評

価する。 

 

 

 


